
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
移動通信システムにおいて、基地局から移動端末への下り信号の送信電力を制御するため
の送信電力制御方法であって、
ソフトハンドオーバー時に前記移動端末から前記基地局へ、下り受信品質が最もよい前記
下り信号を送信している基地局の基地局ＩＤを通知するステップと、
該移動端末から通知された前記基地局ＩＤに対応しない基地局から前記移動端末へのユー
ザデータの送信を停止するステップと、

前記ユーザデータを送信する可能性がある基地局を前記移動端末で
推定するステップと、

前記ユーザデータを送信する可能性がある前記基地局からの前記下り信号を用いて、前記
移動端末で、前記基地局の送信電力の過不足を判断するステップと、
前記移動端末より前記基地局へ、送信電力の過不足情報を通知するステップと、
前記移動端末より通知された、送信電力の前記過不足情報に応じて、前記基地局で送信電
力を増減させるステップを有する送信電力制御方法。
【請求項２】
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前記移動端末において、各基地局での上り受信品質を推定して上り推定受信品質とするス
テップと、

前記上り推定受信品質
を用いて

前記ユーザデータを送信する可能性があると推定される基地局は、前記上り推定受信品質
の良くない基地局である、請求項１記載の送信電力制御方法。



【請求項３】

【請求項４】

【請求項５】

【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】

【請求項１０】
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前記上り推定受信品質は、送信電力制御にて指示した送信電力の増減と、基地局から受信
された下り信号の電力の増減との相関値により算出される、請求項１記載の送信電力制御
方法。

前記ユーザデータを送信する可能性がある、それぞれの前記基地局からの前記下り信号に
重み付けして合成した信号を用いて前記基地局の送信電力の過不足を判断する、請求項１
記載の送信電力制御方法。

移動通信システムにおいて、基地局から移動端末への下り信号のユーザデータを復調する
ための受信方法であって、
　ソフトハンドオーバー時に前記移動端末から前記基地局へ、下り受信品質が最もよい前
記下り信号を送信している基地局の基地局ＩＤを通知するステップと、
　該移動端末から通知された前記基地局ＩＤに対応しない基地局から前記移動端末へのユ
ーザデータの送信を停止するステップと、
　前記移動端末において、各基地局での上り受信品質を推定して上り推定受信品質とする
ステップと、
　前記ユーザデータを送信する可能性がある基地局を前記移動端末で前記上り推定受信品
質を用いて推定するステップと、
　前記ユーザデータを送信する可能性がある前記基地局からの前記下り信号を用いて、前
記移動端末で前記ユーザデータを復調するステップを有する受信方法。

前記ユーザデータを送信する可能性があると推定される基地局は、前記上り推定受信品質
の良くない基地局である、請求項５記載の受信方法。

前記上り推定受信品質は、送信電力制御にて指示した送信電力の増減と、基地局から受信
された下り信号の電力の増減との相関値により算出される、請求項５記載の受信方法。

前記ユーザデータを送信する可能性がある、それぞれの前記基地局からの前記下り信号に
重み付けして合成した信号を用いて前記ユーザデータを復調する、請求項５記載の受信方
法。

下り信号の送信電力を制御する移動通信システムであって、
　通知された基地局ＩＤが自身に対応する場合にユーザデータを送信し、該基地局ＩＤが
自身に対応しない場合に前記ユーザデータの送信を停止し、通知された、送信電力の過不
足情報に応じて送信電力を増減させる複数の基地局と、
　ソフトハンドオーバー時に、下り受信品質が最もよい前記下り信号を送信している基地
局の基地局ＩＤを前記基地局に通知し、各基地局について上り受信品質を推定し、得られ
た上り推定受信品質を用いて、前記ユーザデータを送信する可能性がある基地局を推定し
、推定された該基地局からの前記下り信号を用いて前記基地局の送信電力の過不足を判断
し、前記基地局へ送信電力の前記過不足情報を通知する、少なくとも１つの移動端末を有
する移動通信システム。

下り信号の送信電力を制御する移動通信システムであって、
　通知された基地局ＩＤが自身に対応する場合にユーザデータを送信し、該基地局ＩＤが
自身に対応しない場合に前記ユーザデータの送信を停止する複数の基地局と、
　ソフトハンドオーバー時に、下り受信品質が最もよい前記下り信号を送信している基地
局の基地局ＩＤを前記基地局に通知し、各基地局について上り受信品質を推定し、得られ
た上り推定受信品質を用いて、前記ユーザデータを送信する可能性がある基地局を推定し
、推定された該基地局からの前記下り信号を用いて前記ユーザデータを復調する、少なく



【請求項１１】

【請求項１２】

【請求項１３】

【請求項１４】

【請求項１５】

【請求項１６】

【請求項１７】

【請求項１８】

【請求項１９】

【請求項２０】
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とも１つの移動端末を有する移動通信システム。

前記移動端末が、前記ユーザデータを送信する可能性があると推定する基地局は、前記上
り推定受信品質の良くない基地局である、請求項９または１０記載の移動通信システム。

前記移動端末は、送信電力制御にて指示した送信電力の増減と、基地局から受信された下
り信号の電力の増減との相関値により前記上り推定受信品質を算出する、請求項１１記載
の移動通信システム。

前記移動端末は、推定された該基地局からの前記下り信号に重み付けして合成した信号を
用いて前記基地局の送信電力の過不足を判断する、請求項９記載の移動通信システム。

前記移動端末は、推定された該基地局からの前記下り信号に重み付けして合成した信号を
用いて前記ユーザデータを復調する、請求項１０記載の移動通信システム。

移動通信システムにおいて、基地局からの下り信号の送信電力を制御する移動端末であっ
て、
　ソフトハンドオーバー時に、下り受信品質が最もよい前記下り信号を送信している基地
局を選択し、選択された該基地局のみにユーザデータを送信させるために、該基地局の基
地局ＩＤを前記基地局へ通知する基地局選択手段と、
　各基地局について上り受信品質を推定し、得られた上り推定受信品質を用いて、前記ユ
ーザデータを送信する可能性がある基地局を推定する下り信号重み決定手段と、
　前記ユーザデータを送信する可能性がある前記基地局からの前記下り信号を用いて、前
記基地局の送信電力の過不足を判断し、前記送信電力の増減を指示する、下りＴＰＣコマ
ンド決定手段を有する移動端末。

移動通信システムにおいて、基地局からの下り信号のユーザデータを受信する移動端末で
あって、
　ソフトハンドオーバー時に、下り受信品質が最もよい前記下り信号を送信している基地
局を選択し、選択された該基地局のみにユーザデータを送信させるために、該基地局の基
地局ＩＤを前記基地局へ通知する基地局選択手段と、
　各基地局について上り受信品質を推定し、得られた上り推定受信品質を用いて、前記ユ
ーザデータを送信する可能性がある基地局を推定する下り信号重み決定手段と、
　前記ユーザデータを送信する可能性がある前記基地局からの前記下り信号を用いて前記
ユーザデータを復調するデータ復調手段を有する移動端末。

前記下り信号重み決定手段が、前記ユーザデータを送信する可能性があると推定する基地
局は、前記上り推定受信品質の良くない基地局である、請求項１５または１６記載の移動
端末。

前記下り信号重み決定手段は、送信電力制御にて指示した送信電力の増減と、基地局から
受信された下り信号の電力の増減との相関値により前記上り推定受信品質を算出する、請
求項１５または１６記載の移動端末。

前記下りＴＰＣコマンド決定手段は、推定された該基地局からの前記下り信号に重み付け
して合成した信号を用いて前記基地局の送信電力の過不足を判断する、請求項１５記載の
移動端末。

前記データ復調手段は、推定された該基地局からの前記下り信号に重み付けして合成した
信号を用いて前記ユーザデータを復調する、請求項１６記載の移動端末。



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続：Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ）移動通信システムに関し、特に、ＣＤＭＡ移動通信システムの移動端
末にて受信される下り信号の利用方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＤＭＡ移動通信システムでは、一定の回線品質を確保しつつ、基地局から移動端末へ送
信される無線電波の電力ができるだけ小さくなるように、基地局からの送信電力が制御さ
れる。
【０００３】
Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ）移動通信システムにおける、従来の基地局
選択送信電力制御方式について説明する。
【０００４】
図９は、ＣＤＭＡ移動通信システムにおける従来の基地局選択送信電力制御方式の概略を
説明するための概念図である。ＣＤＭＡ移動通信システムは、複数の基地局及び複数の移
動端末を有する。図９では、ＣＤＭＡ移動通信システムに含まれる、２つの基地局９１，
９２及び１つの移動端末９３が示されている。
【０００５】
ここで、移動端末９３は、ソフトハンドオーバ状態にあり、同時に２つの基地局９１，９
２と通信しているとする。
【０００６】
移動端末９３は、各基地局（ここでは、基地局９１，９２）が送信する共通パイロットチ
ャネル（ＣＰＩＣＨ：Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の伝搬状態を測定し
、共通パイロットチャネルの伝搬状態が最も良い基地局を判別する。そして、移動端末９
３は、その基地局の基地局ＩＤを各基地局に通知する。
【０００７】
移動端末９３から基地局ＩＤによって指定された基地局は、その移動端末９３への下りデ
ータを個別データチャネル（ＤＰＤＣＨ：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄａ
ｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で送信する。指定されなかった基地局は、その端末９３へ下りデ
ータを送信しない。
【０００８】
また、基地局９１，９２は、移動端末９３から基地局ＩＤによって指定されているか否か
に関りなく、その移動端末９３への制御信号を個別制御チャネル（ＤＰＣＣＨ：　Ｄｅｄ
ｉｃｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で送信する。
【０００９】
移動端末９３は基地局ＩＤの他に、下り個別チャネル（ＤＰＣＣＨ，ＤＰＤＣＨ）の送信
電力の増減を指示するＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマン
ドを基地局９１，９２へ送信する。
【００１０】
各基地局９１，９２は、移動端末９３からのＴＰＣコマンドによる指示に応じて、下り個
別チャネルの送信電力を増減させる。
【００１１】
図１０は下りの個別チャネルの信号フォーマット例を示す図であり、図１１は上りの個別
チャネルの信号フォーマット例を示す図である。
【００１２】
図１０に示された下り信号フォーマットにおいて、個別制御チャネルと個別データチャネ
ルは時分割多重されて配置される。スロットは、個別制御チャネル及び個別データチャネ
ルのフィールドを含む、一定時間内の信号である。
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【００１３】
図１１に示された上り信号フォーマットにおいては、個別制御チャネルと個別データチャ
ネルは直交変調され、互いに直交する信号成分として多重される。上り信号のスロットは
、下り信号のスロットと同様に一定時間内の信号である。
【００１４】
個別制御チャネルには、パイロット信号、ＦＢＩ（Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ）信号及びＴＰＣ信号が時間多重される。
【００１５】
移動端末９３は、複数スロット分のＦＢＩ信号を用いて、基地局ＩＤを基地局９１，９２
に通知する。
【００１６】
図１２は、移動端末９３の一構成例を示すブロック図である。
【００１７】
移動端末９３は、アンテナ１２１、サーキュレータ１２２、基地局選択回路１２３、下り
受信品質測定回路１２４、下りＴＰＣコマンド決定回路１２５、マルチプレクサ（ＭＵＸ
）１２６及びデータ復調回路１２９を有する。
【００１８】
アンテナ１２１は、基地局からの下り信号を受信し、また基地局９１，９２への上り信号
を送信する。
【００１９】
サーキュレータ１２２は、アンテナ１２１で受信した下り信号を移動端末９３の内部に取
り込み、また、基地局へ送信する上り信号をアンテナ１２１に供給する。
【００２０】
基地局選択回路１２３は、下り信号の伝搬損失を基地局毎に測定し、複数の基地局の中か
ら伝搬損失が最小のものを選択する。
【００２１】
下り受信品質測定回路１２４は、基地局選択回路１２３により選択された基地局からの下
り信号の受信品質を測定する。
【００２２】
下りＴＰＣコマンド決定回路１２５は、下り受信品質測定回路１２４で測定した受信品質
に基づいて、基地局の送信電力を上げるべきか下げるべきか決定し、ＴＰＣコマンドとし
て出力する。例えば、下りＴＰコマンド決定回路１２５は、受信品質が所定の閾値以下の
場合に送信電力を上げ、閾値以上の場合に送信電力を下げるよう基地局に指示するための
ＴＰＣコマンドを出力する。
【００２３】
マルチプレクサ１２６は、端子１２８より入力される上りデータと、基地局選択回路１２
３より入力される基地局ＩＤと、下りＴＰＣコマンド決定回路１２５より入力されるＴＰ
Ｃコマンドとを多重し、基地局へ送信される上り信号としてサーキュレータ１２２に出力
する。
【００２４】
データ復調回路１２７は、基地局選択回路１２３により指定された基地局からの下り信号
から下りデータを復調し、端子１２９から出力する。
【００２５】
図１３は、下り受信品質測定回路１２４の一構成例を示すブロック図である。
【００２６】
下り受信品質測定回路１２４は、マッチトフィルタ（ＭＦ）１３１及びＳＩＲ（Ｓｉｇｎ
ａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｒａｔｉｏ）測定回路１３２で構成される。
【００２７】
マッチトフィルタ１３１は、基地局選択回路１２３により指定された基地局の信号を復調
する。
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【００２８】
ＳＩＲ測定回路１３２は、マッチトフィルタ１３１の出力信号の信号対干渉電力比を測定
し、出力する。
【００２９】
図１４は、データ復調回路１２７の一構成例を示すブロック図である。
【００３０】
マッチトフィルタ１４１は、基地局選択回路１２３により指定された基地局の信号を復調
する。
【００３１】
誤り訂正復号回路１４２は、マッチトフィルタ１４１の出力信号に対して誤り訂正復号を
施し、下りデータを復号化する。
【００３２】
図１５は、下り個別チャネルの送信電力制御について説明するための図である。
【００３３】
移動端末９３は、基地局から受信した下り信号に含まれる個別制御チャネル（ＤＰＣＣＨ
）の信号を用いて下り受信品質測定回路１２４で受信品質を測定し、下りＴＰＣコマンド
決定回路１２５でＴＰＣコマンドを決定する。
【００３４】
ＴＰＣコマンドは、上り信号の個別制御チャネルのＴＰＣ信号として送信される。
【００３５】
基地局は移動端末９３からのＴＰＣ信号を受信し、ＴＰＣコマンドの指示に応じて、下り
信号の個別チャネルの送信電力をスロット毎に増加或いは減少させる制御を行う。
【００３６】
図１６は、基地局ＩＤによる基地局選択送信制御について説明するための図である。ここ
では、図９に示された、２つの基地局９１，９２及び移動端末９３に着目して説明する。
【００３７】
まず、移動端末９３は、基地局選択回路１２３で選択した基地局ＩＤを、上り信号の個別
制御チャネルの複数のＦＢＩ信号を用いて基地局９１，９２へ通知する。このとき、基地
局ＩＤには、伝送路誤りに強くするための符号化が施される。
【００３８】
各基地局９１，９２は、基地局ＩＤの最終スロットの情報を受信してから、所定のスロッ
ト数の後、基地局ＩＤに基づいて、個別データチャネル（ＤＰＤＣＨ）を送信するか否か
の制御を行う。すなわち、基地局ＩＤで指定された基地局（ここでは、基地局９２）はＤ
ＰＤＣＨを送信し、基地局ＩＤで指定されなかった基地局（ここでは、基地局９１）はＤ
ＰＤＣＨを送信しない。
【００３９】
ただし、このとき基地局９１，９２は、送信しないとする判断は、基地局ＩＤの受信品質
が一定以上である場合にのみ行うことができる。これにより、伝送誤りにより全ての基地
局がＤＰＤＣＨを送信しない状態となる事態を回避することができる。
【００４０】
なお、各基地局９１，９２は、基地局ＩＤの指定に関らず、個別制御チャネル（ＤＰＣＣ
Ｈ）を常に送信している。移動端末９３は、基地局から受信したＤＰＣＣＨを参照してＴ
ＰＣコマンドを決定する。ＴＰＣコマンドは、ＤＰＤＣＨの送信電力制御を行うためのも
のなので、ＤＰＤＣＨを送信している基地局からのＤＰＣＣＨを参照する必要がある。
【００４１】
【発明が解決しようとする課題】
従来の基地局選択送信電力制御方式においては、以下のような問題点がある。
【００４２】
上り信号の伝搬環境が悪く、基地局が移動端末９３からの基地局ＩＤを正常に受信できな
い場合に、移動端末９３により指定された以外の基地局が、下りデータを送信することが
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ある。この場合、意図しない基地局からの下りデータは他の下り信号に対する干渉波とな
る。
【００４３】
移動端末９３のデータ復調回路１２７は、基地局ＩＤにより指定した基地局、すなわち、
下りデータの送信を指示した基地局から受信される下り信号のみを用いて下りデータを復
調するので、基地局ＩＤの伝送誤りによって、意図しない基地局から送信された下りデー
タが全く利用されず、周波数の利用効率が低下する。
【００４４】
本発明の目的は、上り信号の伝搬環境が悪い場合に、基地局から送信される下りデータを
有効に利用可能とする移動通信システムを提供することである。
【００４５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明の送信電力制御方法は、移動通信システムにおいて、
基地局から移動端末への下り信号の送信電力を制御するための送信電力制御方法であって
、ソフトハンドオーバー時に前記移動端末から前記基地局へ、下り受信品質が最もよい前
記下り信号を送信している基地局の基地局ＩＤを通知するステップと、該移動端末から通
知された前記基地局ＩＤに対応しない基地局から前記移動端末へのユーザデータの送信を
停止するステップと、

前記ユーザデータを送信する可能性がある基地局を前記
移動端末で 推定するステップと、前記ユーザデータを送信
する可能性がある前記基地局からの前記下り信号を用いて、前記移動端末で、前記基地局
の送信電力の過不足を判断するステップと、前記移動端末より前記基地局へ、送信電力の
過不足情報を通知するステップと、前記移動端末より通知された、送信電力の前記過不足
情報に応じて、前記基地局で送信電力を増減させるステップを有している。
【００４６】
したがって、ユーザデータを送信する可能性のある基地局が推定され、それらの各基地局
からの下り信号を用いて、下り送信電力制御が行われるので、上り受信品質が悪く、移動
端末から通知された基地局ＩＤが誤って受信され、移動端末が選択していない基地局から
ユーザデータが送信された場合に、そのユーザデータを含めて送信電力制御を行うことが
できる。
【００４８】
本発明の実施態様によれば、前記ユーザデータを送信する可能性があると推定される基地
局は、前記上り推定受信品質の良くない基地局である。
【００４９】
本発明の実施態様によれば、前記上り推定受信品質は、送信電力制御にて指示した送信電
力の増減と、基地局から受信された下り信号の電力の増減との相関値により算出される。
【００５０】
本発明の実施態様によれば、前記ユーザデータを送信する可能性がある、それぞれの前記
基地局からの前記下り信号に重み付けして合成した信号を用いて前記基地局の送信電力の
過不足を判断する。
【００５１】
本発明の受信方法は、移動通信システムにおいて、基地局から移動端末への下り信号のユ
ーザデータを復調するための受信方法であって、ソフトハンドオーバー時に前記移動端末
から前記基地局へ、下り受信品質が最もよい前記下り信号を送信している基地局の基地局
ＩＤを通知するステップと、該移動端末から通知された前記基地局ＩＤに対応しない基地
局から前記移動端末へのユーザデータの送信を停止するステップと、

前記ユー
ザデータを送信する可能性がある基地局を前記移動端末で
推定するステップと、前記ユーザデータを送信する可能性がある前記基地局からの前記下
り信号を用いて、前記移動端末で前記ユーザデータを復調するステップを有している。
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【００５２】
したがって、ユーザデータを送信する可能性のある基地局が推定され、それらの各基地局
からの下り信号を用いて下りデータが復調されるので、上り受信品質が悪く、移動端末か
ら通知された基地局ＩＤが誤って受信され、移動端末が選択していない基地局からユーザ
データが送信された場合に、選択されていない基地局から送信されたユーザデータも下り
データの復調に利用される。
【００５４】
本発明の実施態様によれば、前記ユーザデータを送信する可能性があると推定される基地
局は、前記上り推定受信品質の良くない基地局である。
【００５５】
本発明の実施態様によれば、前記上り推定受信品質は、送信電力制御にて指示した送信電
力の増減と、基地局から受信された下り信号の電力の増減との相関値により算出される。
【００５６】
本発明の実施態様によれば、前記ユーザデータを送信する可能性がある、それぞれの前記
基地局からの前記下り信号に重み付けして合成した信号を用いて前記ユーザデータを復調
する。
【００５７】
本発明の移動通信システムは、下り信号の送信電力を制御する移動通信システムであって
、通知された基地局ＩＤが自身に対応する場合にユーザデータを送信し、該基地局ＩＤが
自身に対応しない場合に前記ユーザデータの送信を停止し、通知された、送信電力の過不
足情報に応じて送信電力を増減させる複数の基地局と、ソフトハンドオーバー時に、下り
受信品質が最もよい前記下り信号を送信している基地局の基地局ＩＤを前記基地局に通知
し、 前記
ユーザデータを送信する可能性がある基地局を推定し、推定された該基地局からの前記下
り信号を用いて前記基地局の送信電力の過不足を判断し、前記基地局へ送信電力の前記過
不足情報を通知する、少なくとも１つの移動端末を有している。
【００５８】
本発明の実施態様によれば、前記移動端末は、推定された該基地局からの前記下り信号に
重み付けして合成した信号を用いて前記基地局の送信電力の過不足を判断する。
【００５９】
本発明の他の移動通信ステムは、下り信号の送信電力を制御する移動通信システムであっ
て、通知された基地局ＩＤが自身に対応する場合にユーザデータを送信し、該基地局ＩＤ
が自身に対応しない場合に前記ユーザデータの送信を停止する複数の基地局と、ソフトハ
ンドオーバー時に、下り受信品質が最もよい前記下り信号を送信している基地局の基地局
ＩＤを前記基地局に通知し、

前記ユーザデータを送信する可能性がある基地局を推定し、推定され
た該基地局からの前記下り信号を用いて前記ユーザデータを復調する、少なくとも１つの
移動端末を有している。
【００６０】
本発明の実施態様によれば、前記移動端末は、推定された該基地局からの前記下り信号に
重み付けして合成した信号を用いて前記ユーザデータを復調する。
【００６２】
本発明の実施態様によれば、前記移動端末が、前記ユーザデータを送信する可能性がある
と推定する基地局は、前記上り推定受信品質の良くない基地局である。
【００６３】
本発明の実施態様によれば、前記移動端末は、送信電力制御にて指示した送信電力の増減
と、基地局から受信された下り信号の電力の増減との相関値により前記上り推定受信品質
を算出する。
【００６４】
本発明の移動端末は、移動通信システムにおいて、基地局からの下り信号の送信電力を制
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御する移動端末であって、ソフトハンドオーバー時に、下り受信品質が最もよい前記下り
信号を送信している基地局を選択し、選択された該基地局のみにユーザデータを送信させ
るために、該基地局の基地局ＩＤを前記基地局へ通知する基地局選択手段と、

前記ユーザデータを
送信する可能性がある基地局を推定する下り信号重み決定手段と、前記ユーザデータを送
信する可能性がある前記基地局からの前記下り信号を用いて、前記基地局の送信電力の過
不足を判断し、前記送信電力の増減を指示する、下りＴＰＣコマンド決定手段を有してい
る。
【００６５】
本発明の実施態様によれば、前記下りＴＰＣコマンド決定手段は、推定された該基地局か
らの前記下り信号に重み付けして合成した信号を用いて前記基地局の送信電力の過不足を
判断する。
【００６６】
本発明の他の移動端末は、移動通信システムにおいて、基地局からの下り信号のユーザデ
ータを受信する移動端末であって、ソフトハンドオーバー時に、下り受信品質が最もよい
前記下り信号を送信している基地局を選択し、選択された該基地局のみにユーザデータを
送信させるために、該基地局の基地局ＩＤを前記基地局へ通知する基地局選択手段と、

前記ユーザ
データを送信する可能性がある基地局を推定する下り信号重み決定手段と、前記ユーザデ
ータを送信する可能性がある前記基地局からの前記下り信号を用いて前記ユーザデータを
復調するデータ復調手段を有している。
【００６７】
前記データ復調手段は、推定された該基地局からの前記下り信号に重み付けして合成した
信号を用いて前記ユーザデータを復調する。
【００６９】
本発明の実施態様によれば、前記下り信号重み決定手段が、前記ユーザデータを送信する
可能性があると推定する基地局は、前記上り受信品質の良くない基地局である。
【００７０】
本発明の実施態様によれば、前記下り信号重み決定手段は、送信電力制御にて指示した送
信電力の増減と、基地局から受信された下り信号の電力の増減との相関値により前記上り
推定受信品質を算出する。
【００７１】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００７２】
本発明が前提とする移動通信システムにおいて、移動端末は基地局の送信電力の過不足を
基地局に通知する。また、ソフトハンドオーバー時に、移動端末は下り受信品質が最もよ
い基地局の基地局ＩＤを通知する。
【００７３】
基地局は、移動端末から通知される送信電力の過不足の情報に応じて、送信電力を増加或
いは減少させる。また、基地局は、移動端末から通知される基地局ＩＤが自身の基地局Ｉ
Ｄと合致しない場合、移動端末へのユーザデータの送信を停止する。
【００７４】
本発明は、このような移動通信システムにおいて、基地局での基地局ＩＤの受信誤りを考
慮し、基地局の送信電力の過不足を判断するものである。
【００７５】
ここでは、本発明の好適な一実施形態のＣＤＭＡ移動通信システムについて説明する。
【００７６】
図１は、本実施形態のＣＤＭＡ移動通信システムを説明するための概念図である。ＣＤＭ
Ａ移動通信システムは、複数の基地局及び複数の移動端末を有する。図１には、ＣＤＭＡ
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移動通信システムに含まれる２つの基地局１１，１２と、１つの移動端末１３が示されて
いる。
【００７７】
ここで、移動端末１３はソフトハンドオーバ状態にあり、同時に２つの基地局１１，１２
と通信しているとする。
【００７８】
移動端末１３は、各基地局１１，１２が送信する共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ：
Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の伝搬状態を測定し、最も伝搬状態の良い
共通パイロットチャネルを送信している基地局を判別する。そして、移動端末１３は、そ
の基地局の基地局ＩＤを基地局１１，１２に通知する。
【００７９】
移動端末１３から基地局ＩＤによって指定された基地局は、その移動端末１３へのユーザ
データである下りデータを、個別データチャネル（ＤＰＤＣＨ：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で送信する。指定されなかった基地局は、
その移動端末１３へ個別データチャネルに信号を送信しない。図１では、基地局１１のみ
が下りデータを送信している。
【００８０】
また、基地局１１，１２は、移動端末１３から基地局ＩＤによって指定されているか否か
に関りなく、その移動端末１３への制御信号を個別制御チャネル（ＤＰＣＣＨ：　Ｄｅｄ
ｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で送信する。
【００８１】
移動端末１３は基地局ＩＤの他に、下り個別チャネル（ＤＰＣＣＨ，ＤＰＤＣＨ）の送信
電力の増減を指示するＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマン
ドを基地局１１，１２へ送信する。
【００８２】
各基地局１１，１２は、移動端末１３からのＴＰＣコマンドによる指示に応じて、下り個
別チャネルの送信電力を増減させる。
【００８３】
本実施形態の上り及び下りの個別チャネルの信号フォーマットは、図１０及び図１１に示
された従来のものと同じである。
【００８４】
図１０に示された下り信号フォーマットにおいて、個別制御チャネルと個別データチャネ
ルは時分割多重されて配置される。スロットは、個別制御チャネル及び個別データチャネ
ルのフィールドを含む、一定時間内の信号である。
【００８５】
図１１に示された上り信号フォーマットにおいては、個別制御チャネルと個別データチャ
ネルは直交変調され、互いに直交する信号成分として多重される。上り信号のスロットは
、下り信号のスロットと同様に一定時間内の信号である。
【００８６】
下りの個別制御チャネルには、パイロット信号、ＦＢＩ（Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ）信号及びＴＰＣ信号が時間多重される。
【００８７】
移動端末１３は、複数スロット分のＦＢＩ信号を用いて、基地局ＩＤを基地局１１，１２
に通知する。
【００８８】
図２は、本実施形態の移動端末１３の一構成例を示すブロック図である。
【００８９】
移動端末１３は、アンテナ２０、サーキュレータ２１、基地局選択回路２２、下り信号重
み決定回路２３、下り受信品質測定回路２４、下りＴＰＣコマンド決定回路２５、マルチ
プレクサ（ＭＵＸ）２６及びデータ復調回路２７を有する。
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【００９０】
アンテナ２０は、基地局からの下り信号を受信し、また基地局１１，１２への上り信号を
送信する。
【００９１】
サーキュレータ２１は、アンテナ２０で受信した信号Ｓ１を基地局選択回路２２、下り信
号重み決定回路２３、下り受信品質測定回路２４及びデータ復調回路２７に入力する。ま
た、サーキュレータ２１は、基地局へ送信する信号Ｓ２をアンテナ２０に供給する。
【００９２】
基地局選択回路２２は、信号Ｓ１より基地局毎の伝搬損失を測定し、複数の基地局の中か
ら伝搬損失が最小のものを選択し、信号Ｓ３として下り信号重み決定回路２３及びマルチ
プレクサ２６に入力する。
【００９３】
下り信号重み決定回路２３は、基地局選択回路２２が選択した基地局を考慮し、各基地局
が下りデータを送信する可能性に応じて各基地局からの受信信号に対する重みを決定する
。すなわち、下り信号重み決定回路２３は、下りデータを送信する可能性がある基地局を
推定し、その基地局に対して可能性の高さに応じた重みを与える。
【００９４】
図３を参照すると、下り信号重み決定回路２３は、電力測定回路３１，３２，３３、相関
器３４，３５，３６、遅延回路３７及び調整回路３８を有する。
【００９５】
電力測定回路３１，３２，３３は、信号Ｓ１より各基地局からの受信信号電力を測定し、
下り回線の伝搬特性を補正して、送信電力の増減を示す信号Ｓ４，Ｓ５，Ｓ６をそれぞれ
出力する。
【００９６】
相関器３４，３５，３６は、電力測定回路３１，３２，３３からそれぞれへ入力する信号
Ｓ４，Ｓ５，Ｓ６と、遅延回路３７の出力Ｓ７との相関値を計算し、信号Ｓ８，Ｓ９，Ｓ
１０として調整回路３８に入力する。
【００９７】
遅延回路３７は、下りＴＰＣコマンド決定回路２５から信号Ｓ１１として入力するＴＰＣ
コマンドを１スロット分の時間だけ遅延させ、信号Ｓ７として出力する。
【００９８】
図４を参照すると、移動端末１３は下り信号を受信して、下り受信品質を測定し、それに
基づいて決定した基地局の送信電力を制御するためのＴＰＣコマンドを上り信号で基地局
に通知する。従って、図４より理解できるように、信号Ｓ７で示されるＴＰＣコマンドと
、信号Ｓ４，Ｓ５，Ｓ６で示される各基地局の送信電力の増減とは相関関係を有する。
【００９９】
受信品質が理想的なものであれば、基地局はＴＰＣコマンドの指示通りに送信電力を増減
させる。しかし、上り回線の受信品質が低下する程、ＴＰＣコマンドの指示と送信電力の
増減とが一致しなくなる。従って、信号Ｓ８，Ｓ９，Ｓ１０で示される相関値は、各基地
局がＴＰＣコマンドを正しく受信できているか、すなわち、上り回線の受信品質の推定値
（上り推定受信品質）を示す。
【０１００】
また、上り受信品質が低下する程、基地局で基地局ＩＤが誤って受信される可能性が高い
。従って、上り推定受信品質を示す相関値は、基地局が基地局ＩＤを誤って受信する可能
性の高さを示す。
【０１０１】
調整回路３８は、相関器３４，３５，３６より入力した信号Ｓ８，Ｓ９，Ｓ１０と、基地
局選択回路２２が選択した基地局を示す信号Ｓ３を参照し、下りデータを送信する可能性
の高さに応じて各基地局に対する重みを決定し、信号Ｓ１２，Ｓ１３，Ｓ１４として下り
受信品質測定回路２４及びデータ復調回路２７に入力する。
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【０１０２】
例えば、重み付けする際に、調整回路３８は、基地局選択回路２２が選択した基地局の重
みを“１”とする。また、調整回路３８は、選択されなかった基地局について、上り回線
の品質が所定の閾値未満の場合に重みを“１”とし、閾値以上の場合に重みを“０”にす
る。或いは、調整回路３８は、図５に示すように、選択された基地局の重みＷ１を“１”
とし、選択されなかった基地局の重みＷ２を上り回線の品質に応じて、“０”から“１”
の範囲で変化させてもよい。
【０１０３】
下り受信品質測定回路２４は、下り信号重み決定回路２３で決定された重みを考慮して、
各基地局からの信号を合成し、その合成信号の受信品質、すなわち下り受信品質を測定す
る。
【０１０４】
図６を参照すると、下り受信品質測定回路２４は、マッチトフィルタ６１，６２，６３、
乗算器６４，６５，６６、加算器６７及びＳＩＲ測定回路６８を有する。
【０１０５】
マッチトフィルタ６１，６２，６３は、信号Ｓ１より所定の拡散符号を用いて各基地局か
らの下り信号を復調し、信号Ｓ１５，Ｓ１６，Ｓ１７として乗算器６４，６５，６６へそ
れぞれ入力する。
【０１０６】
乗算器６４，６５，６６は、下り信号重み決定回路２３よりそれぞれへ入力した、重みを
示す信号Ｓ１２，Ｓ１３，Ｓ１４と、マッチトフィルタ６１，６２，６３よりそれぞれへ
入力した信号Ｓ１５，Ｓ１６，Ｓ１７とをそれぞれ乗算する。
【０１０７】
加算器６７は、乗算器６４，６５，６６の出力を加算し、その結果を信号Ｓ１８としてＳ
ＩＲ測定回路６８に入力する。
【０１０８】
ＳＩＲ測定回路６８は、信号Ｓ１８について信号対干渉電力比を測定し、測定結果である
下り受信品質を信号Ｓ１９として出力する。
【０１０９】
下りＴＰＣコマンド決定回路２５は、下り受信品質測定回路２４で測定した下り受信品質
に基づいて送信電力の過不足を判断し、基地局の送信電力を上げるべきか下げるべきか決
定し、その決定内容を示すＴＰＣコマンドを信号Ｓ１１として出力する。例えば、下りＴ
ＰＣコマンド決定回路２５は、下り受信品質が所定の閾値より小さい場合に送信電力を上
げ、閾値以上の場合に送信電力を下げるよう基地局に指示するＴＰＣコマンドを出力する
。
【０１１０】
マルチプレクサ２６は、端子２８より入力される上りデータの信号Ｓ２０と、基地局選択
回路２２より入力される基地局ＩＤを示す信号Ｓ３と、下りＴＰＣコマンド決定回路２５
より入力される、ＴＰＣコマンドを示す信号Ｓ１１とを多重し、図１１に示した信号フォ
ーマットの信号Ｓ２をサーキュレータ２１に入力する。
【０１１１】
データ復調回路２７は、信号Ｓ１から下りデータを復調し、端子２９より出力する。
【０１１２】
図７を参照すると、データ復調回路２７は、マッチトフィルタ７１，７２，７３、乗算器
７４，７５，７６、加算器７７及び誤り訂正復号回路７８を有する。
【０１１３】
マッチトフィルタ７１，７２，７３は、信号Ｓ１より所定の拡散符号を用いて各基地局か
らの信号を復調し、信号Ｓ２１，Ｓ２２，Ｓ２３として乗算器７４，７５，７６へそれぞ
れ入力する。
【０１１４】
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乗算器７４，７５，７６は、下り信号重み決定回路２３よりそれぞれへ入力した、重みを
示す信号Ｓ１２，Ｓ１３，Ｓ１４と、マッチトフィルタ７４，７５，７６よりそれぞれへ
入力した信号Ｓ２１，Ｓ２２，Ｓ２３とを乗算する。
【０１１５】
加算器７７は乗算器７４，７５，７６の出力を加算し、その結果を信号Ｓ２４として誤り
訂正復号回路７８に入力する。
【０１１６】
誤り訂正復号回路７８は、信号Ｓ２４に対して誤り訂正復号化を施して下りデータを復号
化し、信号Ｓ２５として出力する。
【０１１７】
本実施形態のＣＤＭＡ移動通信システムの下り送信電力制御動作について説明する。
【０１１８】
移動端末１３の動作について説明する。
【０１１９】
先ず、移動端末１３は、基地局選択回路２２で、各基地局からの共通パイロットチャネル
の伝搬状態を測定し、共通パイロットチャネルの伝搬状態が最も良い基地局を選択する。
選択された基地局の基地局ＩＤは各基地局へ通知される。
【０１２０】
次に、移動端末１３は、下り信号重み決定回路２３で、各基地局からの信号の受信電力と
、ＴＰＣコマンドと、基地局選択回路２２からの基地局ＩＤとから、各基地局が下りデー
タを送信している可能性に応じて各基地局からの受信信号に対する重みを決定する。
【０１２１】
次に、移動端末１３は、下り受信品質測定回路２４で、下り信号重み決定回路２３により
決定された重みを考慮して各基地局からの信号を合成し、その合成信号の受信品質、すな
わち下り受信品質を測定する。
【０１２２】
次に、移動端末１３は、下りＴＰＣコマンド決定回路２５で、下り受信品質測定回路２４
により測定された下り受信品質に基づいて、基地局の送信電力を増加或いは減少させるＴ
ＰＣコマンドを出力する。ＴＰＣコマンドは基地局に通知されるとともに、下り信号重み
決定回路２３に入力される。
【０１２３】
また、下り信号重み決定回路２３により決定された重みは、データ復調回路２７にも入力
される。移動端末１３は、データ復調回路２７で、その重みを考慮して各基地局からの信
号を合成し、誤り訂正を施した後の信号を受信データとして用いる。
【０１２４】
基地局の動作について説明する。
【０１２５】
基地局は移動端末から基地局ＩＤの通知を受けると、その基地局ＩＤが自身のものと一致
するか否か判定し、一致した場合に下りデータをＤＰＤＣＨで送信する。また、基地局は
、移動端末１３から通知された基地局ＩＤが自身のものと一致しなかった場合、ＤＰＤＣ
Ｈで信号を送信しない。
【０１２６】
なお、基地局は、移動端末１３から通知された基地局ＩＤに関りなく、制御信号をＤＰＣ
ＣＨで送信する。
【０１２７】
また、基地局は、移動端末１３からのＴＰＣコマンドによる指示を受けると、ＤＰＤＣＨ
の送信電力を増減させる。
【０１２８】
本実施形態によれば、ＤＰＤＣＨを送信する可能性のある基地局が推定され、それらの各
基地局からの下り信号が重み付けされ、合成された信号により、下り送信電力制御が行わ
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れるので、各基地局からのＤＰＤＣＨの送信電力をより適切に制御でき、他の移動端末へ
の下り信号に対する干渉が低減される。
【０１２９】
また、ＤＰＤＣＨを送信する可能性のある基地局が推定され、それらの各基地局からの受
信信号が合成された受信信号により下りデータが復調されるので、下りのＤＰＤＣＨの信
号が有効に利用される。
【０１３０】
次に、本発明の他の実施形態について説明する。
【０１３１】
図８は、本発明の他の実施形態の移動端末８０は、アンテナ８１、サーキュレータ８２、
基地局選択回路８３、下り信号重み決定回路８４、下り受信品質測定回路８５、下りＴＰ
Ｃコマンド決定回路８６、マルチプレクサ（ＭＵＸ）８７及びデータ復調回路８８を有す
る。
【０１３２】
アンテナ８１、サーキュレータ８２、基地局選択回路８３、下り信号重み決定回路８４、
下りＴＰＣコマンド決定回路８６、マルチプレクサ８７及びデータ復調回路８８は、図２
に示したアンテナ２０、サーキュレータ２１、基地局選択回路２２、下り信号重み決定回
路２３、下りＴＰＣコマンド決定回路２５、マルチプレクサ２６及びデータ復調回路２７
とそれぞれ同じものである。
【０１３３】
下り受信品質測定回路８５は、図１２に示された従来の下り受信品質測定回路１２４と同
じものである。下り受信品質測定回路８５は、基地局選択回路８３により選択された基地
局からの下り信号の受信品質を測定する。
【０１３４】
下り信号重み決定回路８４で決定された重みは、データ復調回路８８が各基地局からの受
信信号を合成して下りデータを復調する際にのみ用いられる。
【０１３５】
図８の実施形態によれば、ＤＰＤＣＨを送信する可能性のある基地局が推定され、それら
の各基地局からの下り信号が重み付けされ、合成された信号により、下りデータが復調さ
れるので、移動端末８０の受信品質が向上する。
【０１３６】
【発明の効果】
本発明によれば、移動端末により選択されていない基地局から送信されたユーザデータを
含めて送信電力制御を行うことができるので、他の移動端末への下り信号に対する干渉が
低減され、また、下りのユーザデータの信号が有効に利用される。
【０１３７】
また、本発明によれば、移動端末により選択されていない基地局から送信されたユーザデ
ータが下りデータの復調に利用され、移動端末における下り受信品質が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態のＣＤＭＡ移動通信システムを説明するための概念図である
。
【図２】本実施形態の移動端末の一構成例を示すブロック図である。
【図３】本実施形態の下り信号重み決定回路の構成を示すブロック図である。
【図４】本実施形態における下り送信電力制御の動作の様子を示すタイミングチャートで
ある。
【図５】重み付けにおいて使用される、上り回線の品質と重みとの関係の一例を示すグラ
フである。
【図６】本実施形態の下り受信品質測定回路の構成を示すブロック図である。
【図７】本実施形態のデータ復調回路の構成を示すブロック図である。
【図８】本発明の他の実施形態の移動端末の構成を示すブロック図である。
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【図９】ＣＤＭＡ移動通信システムにおける従来の基地局選択送信電力制御方式の概略を
説明するための概念図である。
【図１０】ＣＤＭＡ移動通信システムにおける、下りの個別チャネルの信号フォーマット
例を示す図である。
【図１１】ＣＤＭＡ移動通信システムにおける、上りの個別チャネルの信号フォーマット
例を示す図である。
【図１２】従来の移動端末の一構成例を示すブロック図である。
【図１３】従来の下り受信品質測定回路の一構成例を示すブロック図である。
【図１４】従来のデータ復調回路の一構成例を示すブロック図である。
【図１５】従来の下り個別チャネルの送信電力制御について説明するための図である。
【図１６】従来の、基地局ＩＤによる基地局選択送信制御について説明するための図であ
る。
【符号の説明】
１１，１２　　基地局
１３　　移動端末
２０　　アンテナ
２１　　サーキュレータ
２２　　基地局選択回路
２３　　下り信号重み決定回路
２４　　下り受信品質測定回路
２５　　下りＴＰＣコマンド決定回路
２６　　マルチプレクサ（ＭＵＸ）
２７　　データ復調回路
３１，３２，３３　　電力測定回路
３４，３５，３６　　相関器
３７　　遅延回路
３８　　調整回路
６１，６２，６３　　マッチトフィルタ
６４，６５，６６　　乗算器
６７　　加算器
６８　　ＳＩＲ測定回路
７１，７２，７３　　マッチトフィルタ
７４，７５，７６　　乗算器
７７　　加算器
７８　　誤り訂正復号回路
８０　　移動端末
８１　　アンテナ
８２　　サーキュレータ
８３　　基地局選択回路
８４　　下り信号重み決定回路
８５　　下り受信品質測定回路
８６　　下りＴＰＣコマンド決定回路
８７　　マルチプレクサ（ＭＵＸ）
８８　　データ復調回路
Ｓ１～Ｓ２５　　信号
Ｗ１，Ｗ２　　重み
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